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え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
指
定
管
理
す
る
と
き

の
詳
し
い
条
件
等
を
交
わ
さ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

多
目
的
広
場
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
に
掲
げ
て
あ

る
が
、
ほ
か
に
減
免
と
か
免

除
と
か
あ
る
と
思
う
が
考
え

は
。　

　
　指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
、
管
理
経
費
が
年
間
約

１
，
１
８
０
万
円
、
収
入
見

込
み
が
約
２
３
０
万
円
、
差

し
引
い
た
金
額
、
年
間
１
千

万
円
程
度
を
指
定
管
理
料
と

し
て
見
込
ん
で
い
る
。

指
定
管
理
者
の
公
募
を
行
う

場
合
は
、
条
件
を
明
示
し
た

上
で
募
集
を
す
る
こ
と
に
な

る
。　指

定
管
理
の
期
間
は
５
年

を
想
定
し
て
い
る
。
維
持
管

理
費
の
中
で
も
、
修
繕
は
市

が
す
る
の
か
指
定
管
理
者
が

す
る
の
か
、
こ
の
辺
も
ほ
か

の
南
島
原
市
の
施
設
で
指
定

管
理
を
行
っ
て
い
る
分
が
あ

る
の
で
、
参
考
に
し
な
が
ら

決
め
た
い
と
思
う
。

　使
用
料
の
減
免
は
、
ほ
か

の
社
会
体
育
施
設
と
同
じ

で
、
教
育
委
員
会
並
び
に
体

し
て
い
る
が
、
改
め
て
申
入

れ
を
し
た
い
と
思
う
。

納
入
業
者
の
９
月
以
降
の
予

定
だ
が
、
納
入
を
し
た
い
と
い

う
申
出
が
あ
れ
ば
、
随
時
、
申

請
を
受
け
付
け
て
、
学
校
給

食
会
役
員
会
を
開
い
て
承
認
を

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

〈
反
対
討
論
〉

　１
か
月
ぐ
ら
い
は
今
の
６

セ
ン
タ
ー
、
７
事
業
所
を
残

し
て
お
い
て
、
そ
の
様
子
を

見
て
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
安

心
で
き
る
。ま
た
名
称
に「
立
」

を
つ
け
な
い
の
は
、
将
来
民

間
移
譲
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

「
立
」
は
抜
く
べ
き
じ
ゃ
な
い

と
思
い
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
は
な
く
、
起
立
採

決
の
結
果
、
可
決
。

【
議
案
第
35
号
】
南
島
原
市

社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
概
要
説
明
）
今
建
設
中
の

多
目
的
運
動
広
場
の
供
用
開

始
（
令
和
４
年
３
月
１
日
）

に
伴
う
利
用
時
間
、
施
設
の

使
用
料
、
施
設
の
管
理
等
に

つ
い
て

　
　
　指
定
管
理
者
は
、
公

募
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
指

定
管
理
料
は
ど
の
よ
う
に
考

【
議
案
第
34
号
】
南
島
原
市

立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
概
要
説
明
）
新
た
に
設
置

す
る
南
島
原
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
９
月
１
日
か
ら
運

用
を
開
始
す
る
が
、
現
在
の

深
江
給
食
セ
ン
タ
ー
を
１
か

月
間
（
９
月
30
日
ま
で
）
調

理
能
力
の
一
部
が
低
下
し
た

場
合
に
備
え
残
す
。

　「南
島
原
市
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」
を
「
南
島
原
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
に
改

め
る
。

　
　
　議
案
質
疑
の
と
き

は
、「
念
の
た
め
深
江
給
食

セ
ン
タ
ー
だ
け
を
残
す
」
と

い
う
説
明
だ
っ
た
が
、今
は
、

「
調
理
能
力
が
低
く
な
っ
た

と
き
の
た
め
に
」
と
説
明
が

あ
っ
た
。
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
今
現
在

使
っ
て
い
る
（
６
つ
の
給
食

セ
ン
タ
ー
）
を
、
そ
の
ま
ま

１
か
月
間
残
す
と
い
う
よ
う

な
考
え
は
。

　
　
　深
江
だ
け
で
全
て
、

３
，
７
０
０
食
の
規
模
を
補

え
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
で
安

定
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う

の
が
基
本
で
あ
り
、例
え
ば
、

機
能
が
低
下
し
、
３
，
７
０

０
食
の
う
ち
３
０
０
食
が
で

き
そ
う
に
な
い
と
い
う
と
き

の
た
め
に
、
深
江
を
残
す
と

い
う
こ
と
に
し
た
。

　
　
　新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
に「
立
」を
つ
け
な
か
っ

た
の
は
、「
将
来
、民
間
移
譲
、

委
託
す
る
た
め
の
宣
明
を

打
っ
た
」
と
い
う
心
配
の
方

も
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ

う
で
は
な
く
、「
南
島
原
市

立
」
と
し
て
い
る
の
は
、
小

中
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園
の

み
と
い
う
理
由
で
あ
っ
て
、

「
こ
の
施
設
は
重
要
な
施
設

で
あ
る
の
で
、
市
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
し
て
い
く
」
と

い
う
よ
う
な
、
確
約
を
述
べ

て
ほ
し
い
。

　
　
　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
中
で
、「
民
間

移
譲
」
と
い
う
言
葉
は
一
切

出
て
き
て
い
な
い
。

　食
の
安
全
・
安
心
と
い
う
の

は
、
特
に
学
校
給
食
に
つ
い

て
は
、
市
が
責
任
を
持
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
で
、
こ
の
施
設
を
民
間
移

譲
と
い
っ
た
話
は
、
市
長
か

ら
も
一
切
聞
い
て
い
な
い
し
、

そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

　
　
　食
材
な
ど
の
購
入
は
、

地
産
地
消
と
い
う
こ
と
で
、

市
内
業
者
と
県
の
学
校
給
食

会
か
ら
仕
入
れ
る
も
の
が
あ

る
と
思
う
が
、
納
入
の
率
は
。

　
　
　令
和
元
年
度
の
数
値

で
、
市
内
業
者
が
28
・
４
％
、

約
４
，
５
０
０
万
円
。
市
外

業
者
（
県
の
学
校
給
食
会
も

含
む
）
が
71
・
６
％
、
約
１

億
１
，４
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　市
内
で
購
入
で
き
る

も
の
は
、
で
き
る
だ
け
市
内

で
購
入
し
、市
内
の
業
者
や
、

農
家
の
方
に
、
経
済
的
に
も

効
果
が
あ
る
よ
う
に
、
学
校

給
食
会
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　市
内
か
ら
の
食
材
の

納
入
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
学
校
給
食
会
に
話
を
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育
協
会
が
主
催
共
催
す
る
事

業
、
大
会
。
市
内
公
共
団
体

及
び
社
会
福
祉
団
体
、
社
会

教
育
団
体
が
主
催
す
る
事
業

や
大
会
。
学
校
行
事
、
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
で
利
用
す
る
と

き
、
国
体
や
県
体
の
強
化
練

習
、
そ
れ
か
ら
市
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
ま
た
は
認
定
こ

ど
も
園
が
利
用
す
る
場
合
は

免
除
と
な
る
。

　
　
　指
定
管
理
料
は
大
体

１
千
万
ぐ
ら
い
だ
と
言
わ
れ

た
が
、
算
定
の
根
拠
は
。

　
　
　管
理
費
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
が
約
５
２
０
万

円
、
水
道
光
熱
費
、
天
然
芝

管
理
費
な
ど
施
設
管
理
費
が

約
５
９
０
万
円
、
消
耗
品
費

な
ど
事
務
費
が
約
70
万
円
で
、

合
計
約
１
，
１
８
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

質  

疑

答  

弁

答  
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文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

承
認
２
件
を
承
認
、
議
案
６
件
を
原
案
可
決

【
承
認
第
３
号
】
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
令
和
３
年
度
南
島
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
））

〈
総
務
部
関
係
〉

　財
政
調
整
基
金
と
い
う
の

は
、
財
源
の
調
整
を
行
う
基

金
で
あ
る
。

　基
本
的
に
は
、
不
測
の
事

態
に
備
え
る
た
め
、
標
準
財

政
規
模
の
大
体
10
％
か
ら

20
％
を
積
み
立
て
る
と
通
達

が
あ
っ
て
い
る
。

　本
市
は
１
７
１
億
円
が
標

準
財
政
規
模
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
の
約
20
％
、
34
億
円
を

財
政
調
整
基
金
と
し
て
持
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　時
間
外
勤
務
手
当
83

万
７
千
円
は
、
何
時
間
分
な

の
か
、
算
定
の
根
拠
は
。

　
　
　83
万
７
千
円
の
時
間

は
、
平
均
単
価
２
，
７
０
０

円
で
計
算
し
て
い
る
の
で
、

割
り
戻
す
と
３
１
０
時
間
の

計
算
に
な
る
。

　

※

討
論
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
総
務
委
員
会
に
分
割

付
託
さ
れ
た
関
係
分
に
つ
い

て
原
案
可
決
。

【
議
案
第
36
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
　
　産
休
の
届
が
出
た
場

合
は
、
代
替
で
対
応
す
る
た

め
、
補
正
予
算
を
計
上
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
人
事

異
動
の
後
、
職
員
が
体
調
を

崩
し
て
、
４
月
か
ら
現
在
も

休
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
知
っ
て
い
る
か
。

　
　
　当
然
存
じ
て
い
る
。

　
　
　長
期
の
よ
う

に
思
う
が
、
代
替
で

対
応
し
て
い
る
の

か
。　

　
　病
気
休
暇
中

と
い
う
こ
と
で
、
即
、

臨
時
と
い
う
の
は
、

ち
ょ
っ
と
難
し
い
と

思
う
。
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
な
の

で
、
臨
時
を
入
れ
な

い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。

　
　
　本
人
の
給
与
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

　
　
　病
気
休
暇
を
さ
れ
て

い
る
の
で
、
給
与
は
、
今
は

支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　上
司
に
は
、
報
告
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　当
然
、
市
長
、
副
市

長
、
総
務
部
長
に
は
報
告
し

て
い
る
。

　
　
　本
人
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
期
間
、
休
み
を
申
告
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　診
断
書
は
出
て
い
る

が
、
日
数
は
個
人
情
報
に
な

る
の
で
公
表
で
き
な
い
。
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答  

弁 総
務
委
員
長
報
告
（
概
要
）

承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
１
件
を
原
案
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択

髙木和惠
委員長

【
議
案
第
36
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

〔
歳
入
予
算
〕

　農
業
費
県
補
助
金
６
４
０

万
円
は
、
土
地
改
良
区
内
の

水
利
施
設
の
機
能
保
全
計
画

策
定
を
す
る
県
補
助
金
で
あ

り
、
内
訳
と
し
て
は
、
有
馬

干
拓
地
区
３
５
０
万
円
、
島

原
深
江
地
区
２
９
０
万
円

で
、
事
業
費
に
対
す
る
補
助

金
は
１
０
０
％
で
あ
る
。

〔
歳
出
予
算
〕

　負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

６
４
０
万
円
は
、
歳
入
予
算

で
説
明
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
水
産
関
係
施
設
整
備
事

業
補
助
金
１
６
０
万
円
は
、

当
初
３
団
体
分
の
補
助
金
４

８
０
万
円
を
想
定
し
て
い
た

が
、
４
団
体
分
、
６
４
０
万

円
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
不
足
分
の
１
６
０
万
円

を
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
漁
協
が
実
施
す
る

生
け
す
用
の
熱
交
換
器
の
取

り
換
え
に
か
か
る
補
助
金

で
、
補
助
率
は
、
８
割
補
助

で
限
度
額
１
６
０
万
円
で
あ

る
。　

　
　有
馬
干
拓
の
補
助
金

に
つ
い
て
、
有
馬
干
拓
の
ポ

ン
プ
管
理
は
、
干
拓
の
ほ
う

で
行
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
干
拓
地
が
、
市
町
村
で

管
理
し
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い

と
管
理
に
莫
大
な
お
金
が
か

か
っ
て
、
地
権
者
で
は
、
ど

う
に
も
で
き
な
い
と
聞
い
て

い
る
。今
後
の
対
策
と
し
て
、

国
や
県
と
も
話
を
し
て
、
運

営
は
市
が
管
理
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　来
年
、
土
地
改
良
区

の
合
併
を
控
え
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
検

討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
行
う

補
助
金
が
つ
い
て
い
る
が
、

こ
れ
を
策
定
す
る
と
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
。

　
　
　ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
い
う
の
が
、
今
あ
る

か
ん
が
い
排
水
や
、
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
で
、
そ
う
い
う
計

画
を
立
て
な
い
と
補
助
金
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
計
上
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
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農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
１
件
を
原
案
可
決

中村哲康
委員長

有馬干拓

田中次　
委員長

質  

疑


